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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の医療用装置の装置名、所在地、及び使用予定日時を含む第１情報が記憶される第
１の記憶部と、
　前記複数の医療用装置の少なくとも１つの故障に係る第２情報および前記第１の記憶部
に記憶されている前記第１情報に基づいて、故障した前記医療用装置の代替装置となり得
る代替医療用装置を決定する決定部と、
　前記代替医療用装置の装置名、所在地、及び使用可能日時を含む第３情報を、故障して
いない前記医療用装置に対応する１つ以上のクライアント端末装置に送信する通信部と、
　を備えることを特徴とするサーバ装置。
【請求項２】
　前記通信部は、故障した前記医療用装置の装置名及び所在地を含む第４情報を、全ての
前記クライアント端末装置に送信すること、及び、前記代替医療用装置の装置名、所在地
、及び使用可能日時を含む前記第３情報を、故障した前記医療用装置に近接する前記クラ
イアント端末装置に送信すること、を行う、
　ことを特徴とする請求項１記載のサーバ装置。
【請求項３】
　前記複数の医療用装置は、内視鏡装置及び前記内視鏡装置に接続される１つ以上の周辺
装置を含み、
　前記第２情報は、前記周辺装置の故障を検出した前記内視鏡装置から送信される、
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　ことを特徴とする請求項１記載のサーバ装置。
【請求項４】
　前記１つ以上の周辺装置は、スコープ、光源装置、及び電気メス装置の１つ以上を含む
、
　ことを特徴とする請求項３記載のサーバ装置。
【請求項５】
　前記第２の情報は、前記内視鏡装置の第２の記憶部に記憶されている患者情報、前記第
２の記憶部に記憶されている検査情報、前記内視鏡装置の装置識別情報、前記内視鏡装置
の装置設定情報、前記内視鏡装置が前記周辺装置から取得した前記周辺装置の装置識別情
報、及び前記内視鏡装置が前記周辺装置から取得した前記周辺装置の装置設定情報、の一
つ以上であり、
　前記サーバ装置は、
　　前記第２の記憶部に記憶されている前記患者情報及び前記検査情報、前記内視鏡装置
の装置識別情報及び装置設定情報、及び前記周辺装置の装置識別情報及び装置設定情報、
が関連付けされて記憶される第３の記憶部と、
　　前記内視鏡装置により送信された、変更後の、前記患者情報、前記検査情報、前記内
視鏡装置の装置設定情報、又は前記周辺装置の装置設定情報に応じて、前記第３の記憶部
に記憶されている、対応する情報を更新する更新部と、
　　前記内視鏡装置により送信された前記内視鏡装置の装置識別情報及び前記周辺装置の
装置識別情報と、前記第３の記憶部に記憶されている前記内視鏡装置の装置識別情報及び
前記周辺装置の装置識別情報とを比較する比較部と、
　を更に備え、
　前記比較部による比較の結果、前記内視鏡装置の装置識別情報が異なる場合には、前記
サーバ装置が、前記第３の記憶部に記憶されている、前記患者情報、前記検査情報、及び
前記内視鏡装置の装置設定情報を、前記内視鏡装置に送信し、前記内視鏡装置が、前記サ
ーバ装置により送信された前記患者情報及び前記検査情報を前記内視鏡装置の第２の記憶
部に記憶すると共に、前記サーバ装置により送信された前記内視鏡装置の装置設定情報に
従って前記内視鏡装置の装置設定を行い、
　前記比較部による比較の結果、前記周辺装置の装置識別情報が異なる場合には、前記サ
ーバ装置が、前記第３の記憶部に記憶されている、前記周辺装置の装置設定情報を、前記
内視鏡装置に送信し、前記内視鏡装置が、前記サーバ装置により送信された前記周辺装置
の装置設定情報に従って前記周辺装置の装置設定を行う、
　ことを特徴とする請求項３記載のサーバ装置。
【請求項６】
　請求項３又は４記載の前記サーバ装置と、
　前記内視鏡装置及び前記周辺装置を含む、前記複数の医療用装置と、
　を有し、
　前記内視鏡装置は、
　　患者情報及び検査情報が記憶される第２の記憶部と、
　　前記第２の記憶部に記憶されている前記患者情報及び前記検査情報、前記内視鏡装置
の装置識別情報及び装置設定情報、及び前記周辺装置から取得した前記周辺装置の装置識
別情報及び装置設定情報、が関連付けされて記憶される、前記内視鏡装置に対して着脱自
在な第３の記憶部と、
　　前記第２の記憶部に記憶されている前記患者情報又は前記検査情報の変更、前記内視
鏡装置の装置設定の変更、又は前記周辺装置から取得した前記周辺装置の変更後の装置設
定情報に応じて、前記第３の記憶部に記憶されている、対応する情報を更新する更新部と
、
　　前記内視鏡装置の装置識別情報及び前記周辺装置から取得した前記周辺装置の装置識
別情報と、前記第３の記憶部に記憶されている前記内視鏡装置の装置識別情報及び前記周
辺装置の装置識別情報とを比較する比較部と、
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　を備え、
　前記比較部による比較の結果、前記内視鏡装置の装置識別情報が異なる場合には、前記
内視鏡装置が、前記第３の記憶部に記憶されている前記患者情報及び前記検査情報を、前
記内視鏡装置の第２の記憶部に記憶すると共に、前記第３の記憶部に記憶されている前記
内視鏡装置の装置設定情報に従って前記内視鏡装置の装置設定を行い、
　前記比較部による比較の結果、前記周辺装置の装置識別情報が異なる場合には、前記内
視鏡装置が、前記第３の記憶部に記憶されている前記周辺装置の装置設定情報に従って前
記周辺装置の装置設定を行う、
　ことを特徴とする医療用システム。
【請求項７】
　請求項３又は４記載の前記サーバ装置と、
　前記内視鏡装置及び前記周辺装置を含む、前記複数の医療用装置と、
　携帯型端末装置と、
　を有し、
　前記内視鏡装置は、患者情報及び検査情報が記憶される第２の記憶部を備え、
　前記内視鏡装置は、前記第２の記憶部に記憶されている前記患者情報、前記第２の記憶
部に記憶されている前記検査情報、前記内視鏡装置の装置設定情報、及び前記周辺装置か
ら取得した前記周辺装置の装置設定情報、の一つ以上を前記携帯型端末装置に送信し、
　前記携帯型端末装置は、
　　前記内視鏡装置の装置識別情報及び前記周辺装置の装置識別情報の一方又は両方を取
得する取得部と、
　　前記第２の記憶部に記憶されている前記患者情報及び前記検査情報、前記内視鏡装置
の装置識別情報及び装置設定情報、及び前記周辺装置の装置識別情報及び装置設定情報、
が関連付けされて記憶される第３の記憶部と、
　　前記内視鏡装置により送信された、変更後の、前記患者情報、前記検査情報、前記内
視鏡装置の装置設定情報、又は前記周辺装置の装置設定情報に応じて、前記第３の記憶部
に記憶されている、対応する情報を更新する更新部と、
　　前記取得部により取得された前記内視鏡装置の装置識別情報及び前記周辺装置の装置
識別情報と、前記第３の記憶部に記憶されている前記内視鏡装置の装置識別情報及び前記
周辺装置の装置識別情報とを比較する比較部と、
　を備え、
　前記比較部による比較の結果、前記内視鏡装置の装置識別情報が異なる場合には、前記
携帯型端末装置が、前記第３の記憶部に記憶されている、前記患者情報、前記検査情報、
及び前記内視鏡装置の装置設定情報を、前記内視鏡装置に送信し、前記内視鏡装置が、前
記携帯型端末装置により送信された前記患者情報及び前記検査情報を前記内視鏡装置の第
２の記憶部に記憶すると共に、前記携帯型端末装置により送信された前記内視鏡装置の装
置設定情報に従って前記内視鏡装置の装置設定を行い、
　前記比較部による比較の結果、前記周辺装置の装置識別情報が異なる場合には、前記携
帯型端末装置が、前記第３の記憶部に記憶されている、前記周辺装置の装置設定情報を前
記内視鏡装置に送信し、前記内視鏡装置が、前記携帯型端末装置により送信された前記周
辺装置の装置設定情報に従って前記周辺装置の装置設定を行う、
　ことを特徴とする医療用システム。
【請求項８】
　複数の医療用装置と、１つ以上のクライアント端末装置と、前記複数の医療用装置の装
置名、所在地、及び使用予定日時を含む第１情報を記憶する記憶部を含むサーバ装置と、
を含む医療用システムの情報通知方法であって、
　前記サーバ装置は、
　　前記複数の医療用装置の少なくとも１つである故障した前記医療用装置の装置名及び
所在地を含む第２情報および前記記憶部に記憶されている前記第１情報に基づいて、故障
した前記医療用装置の代替装置となり得る代替医療用装置を決定し、
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　　前記代替医療用装置の装置名、所在地、及び使用可能日時を含む第３情報を、故障し
ていない前記医療用装置に対応する１つ以上の前記クライアント端末装置に送信する、
　ことを特徴とする情報通知方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療機関等で使用される、サーバ装置、医療用システム、及び情報通知方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療機関等で使用される医療用システムとして、例えば、病院で使用される内視
鏡システムがある。内視鏡システムは、例えば、スコープ（内視鏡）及びモニター等が接
続される内視鏡用プロセッサを含み、その内視鏡用プロセッサが院内ＬＡＮ（Local Area
 Network）に接続される構成を有する。なお、内視鏡用プロセッサ、及び、その内視鏡用
プロセッサに接続されるスコープ及びモニター等は、同じ部屋（例えば検査室）に設けら
れるのが一般的である。
【０００３】
　このような内視鏡システムでは、内視鏡用プロセッサに接続されている装置（例えばス
コープ）が故障すると、その旨がモニターに表示され、その旨がユーザ（例えば医師や看
護師）に通知される。すなわち、その旨が同じ部屋に存在するユーザに通知される。この
ような場合、その通知を確認したユーザは、関係者（保安員等）に連絡を取る等して代替
装置の有無や所在地等を確認し、故障した装置を代替装置に交換するようにしている。
【０００４】
　なお、医療用システムに関しては、上述のような内視鏡システムに限らず、その他、各
種のシステムが知られている。例えば、医療機器を医療現場にて管理する医療機器管理シ
ステム（特許文献１等参照）、電子内視鏡からの画像信号を処理してモニターに表示する
内視鏡用プロセッサを備えた内視鏡システム（特許文献２等参照）、及び医療業務で使用
する医療器材のステータスを管理する医療業務支援システム（特許文献３等参照）などが
知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－９２１８３号公報
【特許文献２】特開２００２－２６３０６３号公報
【特許文献３】特開２０１３－２２８９４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の医療用システムでは、装置が故障すると、上述の内視鏡システムのように、その
旨を、同じ部屋に存在するユーザに通知することはできるものの、異なる部屋に存在する
ユーザに通知することはできなかった。また、その通知を確認したユーザが、故障した装
置を代替装置に交換するためには、その代替装置の有無や所在地等を、関係者に連絡を取
る等して、確認しなければならず、ユーザの負担は大きかった。
【０００７】
　以上のような実情を踏まえ、本発明は、装置が故障したときに、同じ部屋に存在しない
ユーザにもその旨を通知することができると共に、代替装置の有無や所在地等をユーザが
容易に確認することができる、サーバ装置、医療用システム、及び情報通知方法を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明の第１の態様は、複数の医療用装置の装置名、所在地、及び使用予定日時を含む
第１情報が記憶される第１の記憶部と、前記複数の医療用装置の少なくとも１つの故障に
係る第２情報および前記第１の記憶部に記憶されている前記第１情報に基づいて、故障し
た前記医療用装置の代替装置となり得る代替医療用装置を決定する決定部と、前記代替医
療用装置の装置名、所在地、及び使用可能日時を含む第３情報を、故障していない前記医
療用装置に対応する１つ以上の前記クライアント端末装置に送信する通信部と、を備える
、サーバ装置を提供する。
【０００９】
　本発明の第２の態様は、第１の態様において、前記通信部は、故障した前記医療用装置
の装置名及び所在地を含む第４情報を、全ての前記クライアント端末装置に送信すること
、及び、前記代替医療用装置の装置名、所在地、及び使用可能日時を含む前記第３情報を
、故障した前記医療用装置に近接する前記クライアント端末装置に送信すること、を行う
、サーバ装置を提供する。
【００１０】
　本発明の第３の態様は、第１の態様において、前記複数の医療用装置は、内視鏡装置及
び前記内視鏡装置に接続される１つ以上の周辺装置を含み、前記第２情報は、前記周辺装
置の故障を検出した前記内視鏡装置から送信される、サーバ装置を提供する。
【００１１】
　本発明の第４の態様は、第３の態様において、前記１つ以上の周辺装置は、スコープ、
光源装置、及び電気メス装置の１つ以上を含む、サーバ装置を提供する。
　本発明の第５の態様は、第３の態様において、前記第２の情報は、前記内視鏡装置の第
２の記憶部に記憶されている患者情報、前記第２の記憶部に記憶されている検査情報、前
記内視鏡装置の装置識別情報、前記内視鏡装置の装置設定情報、前記内視鏡装置が前記周
辺装置から取得した前記周辺装置の装置識別情報、及び前記内視鏡装置が前記周辺装置か
ら取得した前記周辺装置の装置設定情報、の一つ以上であり、前記サーバ装置は、前記第
２の記憶部に記憶されている前記患者情報及び前記検査情報、前記内視鏡装置の装置識別
情報及び装置設定情報、及び前記周辺装置の装置識別情報及び装置設定情報、が関連付け
されて記憶される第３の記憶部と、前記内視鏡装置により送信された、変更後の、前記患
者情報、前記検査情報、前記内視鏡装置の装置設定情報、又は前記周辺装置の装置設定情
報に応じて、前記第３の記憶部に記憶されている、対応する情報を更新する更新部と、前
記内視鏡装置により送信された前記内視鏡装置の装置識別情報及び前記周辺装置の装置識
別情報と、前記第３の記憶部に記憶されている前記内視鏡装置の装置識別情報及び前記周
辺装置の装置識別情報とを比較する比較部と、を更に備え、前記比較部による比較の結果
、前記内視鏡装置の装置識別情報が異なる場合には、前記サーバ装置が、前記第３の記憶
部に記憶されている、前記患者情報、前記検査情報、及び前記内視鏡装置の装置設定情報
を、前記内視鏡装置に送信し、前記内視鏡装置が、前記サーバ装置により送信された前記
患者情報及び前記検査情報を前記内視鏡装置の第２の記憶部に記憶すると共に、前記サー
バ装置により送信された前記内視鏡装置の装置設定情報に従って前記内視鏡装置の装置設
定を行い、前記比較部による比較の結果、前記周辺装置の装置識別情報が異なる場合には
、前記サーバ装置が、前記第３の記憶部に記憶されている、前記周辺装置の装置設定情報
を、前記内視鏡装置に送信し、前記内視鏡装置が、前記サーバ装置により送信された前記
周辺装置の装置設定情報に従って前記周辺装置の装置設定を行う、サーバ装置を提供する
。
【００１２】
　本発明の第６の態様は、第３又は第４の態様の前記サーバ装置と、前記内視鏡装置及び
前記周辺装置を含む、前記複数の医療用装置と、を有し、前記内視鏡装置は、患者情報及
び検査情報が記憶される第２の記憶部と、前記第２の記憶部に記憶されている前記患者情
報及び前記検査情報、前記内視鏡装置の装置識別情報及び装置設定情報、及び前記周辺装
置から取得した前記周辺装置の装置識別情報及び装置設定情報、が関連付けされて記憶さ
れる、前記内視鏡装置に対して着脱自在な第３の記憶部と、前記第２の記憶部に記憶され
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ている前記患者情報又は前記検査情報の変更、前記内視鏡装置の装置設定の変更、又は前
記周辺装置から取得した前記周辺装置の変更後の装置設定情報に応じて、前記第３の記憶
部に記憶されている、対応する情報を更新する更新部と、前記内視鏡装置の装置識別情報
及び前記周辺装置から取得した前記周辺装置の装置識別情報と、前記第３の記憶部に記憶
されている前記内視鏡装置の装置識別情報及び前記周辺装置の装置識別情報とを比較する
比較部と、を備え、前記比較部による比較の結果、前記内視鏡装置の装置識別情報が異な
る場合には、前記内視鏡装置が、前記第３の記憶部に記憶されている前記患者情報及び前
記検査情報を、前記内視鏡装置の第２の記憶部に記憶すると共に、前記第３の記憶部に記
憶されている前記内視鏡装置の装置設定情報に従って前記内視鏡装置の装置設定を行い、
前記比較部による比較の結果、前記周辺装置の装置識別情報が異なる場合には、前記内視
鏡装置が、前記第３の記憶部に記憶されている前記周辺装置の装置設定情報に従って前記
周辺装置の装置設定を行う、医療用システムを提供する。
【００１３】
　本発明の第７の態様は、第３又は第４の態様の前記サーバ装置と、前記内視鏡装置及び
前記周辺装置を含む、前記複数の医療用装置と、携帯型端末装置と、を有し、前記内視鏡
装置は、患者情報及び検査情報が記憶される第２の記憶部を備え、前記内視鏡装置は、前
記第２の記憶部に記憶されている前記患者情報、前記第２の記憶部に記憶されている前記
検査情報、前記内視鏡装置の装置設定情報、及び前記周辺装置から取得した前記周辺装置
の装置設定情報、の一つ以上を前記携帯型端末装置に送信し、前記携帯型端末装置は、前
記内視鏡装置の装置識別情報及び前記周辺装置の装置識別情報の一方又は両方を取得する
取得部と、前記第２の記憶部に記憶されている前記患者情報及び前記検査情報、前記内視
鏡装置の装置識別情報及び装置設定情報、及び前記周辺装置の装置識別情報及び装置設定
情報、が関連付けされて記憶される第３の記憶部と、前記内視鏡装置により送信された、
変更後の、前記患者情報、前記検査情報、前記内視鏡装置の装置設定情報、又は前記周辺
装置の装置設定情報に応じて、前記第３の記憶部に記憶されている、対応する情報を更新
する更新部と、前記取得部により取得された前記内視鏡装置の装置識別情報及び前記周辺
装置の装置識別情報と、前記第３の記憶部に記憶されている前記内視鏡装置の装置識別情
報及び前記周辺装置の装置識別情報とを比較する比較部と、を備え、前記比較部による比
較の結果、前記内視鏡装置の装置識別情報が異なる場合には、前記携帯型端末装置が、前
記第３の記憶部に記憶されている、前記患者情報、前記検査情報、及び前記内視鏡装置の
装置設定情報を、前記内視鏡装置に送信し、前記内視鏡装置が、前記携帯型端末装置によ
り送信された前記患者情報及び前記検査情報を前記内視鏡装置の第２の記憶部に記憶する
と共に、前記携帯型端末装置により送信された前記内視鏡装置の装置設定情報に従って前
記内視鏡装置の装置設定を行い、前記比較部による比較の結果、前記周辺装置の装置識別
情報が異なる場合には、前記携帯型端末装置が、前記第３の記憶部に記憶されている、前
記周辺装置の装置設定情報を前記内視鏡装置に送信し、前記内視鏡装置が、前記携帯型端
末装置により送信された前記周辺装置の装置設定情報に従って前記周辺装置の装置設定を
行う、医療用システムを提供する。
【００１４】
　本発明の第８の態様は、複数の医療用装置と、１つ以上のクライアント端末装置と、前
記複数の医療用装置の装置名、所在地、及び使用予定日時を含む第１情報を記憶する記憶
部を含むサーバ装置と、を含む医療用システムの情報通知方法であって、前記サーバ装置
は、前記複数の医療用装置の少なくとも１つである故障した前記医療用装置の装置名及び
所在地を含む第２情報および前記記憶部に記憶されている前記第１情報に基づいて、故障
した前記医療用装置の代替装置となり得る代替医療用装置を決定し、前記代替医療用装置
の装置名、所在地、及び使用可能日時を含む第３情報を、故障していない前記医療用装置
に対応する１つ以上の前記クライアント端末装置に送信する、情報通知方法を提供する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、装置が故障したときに、同じ部屋に存在しないユーザにもその旨を通
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知することができると共に、代替装置の有無や所在地等をユーザが容易に確認することが
できる、サーバ装置、医療用システム、及び情報通知方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第１の実施形態に係る医療用システムの構成例を示す図である。
【図２】記憶部に記憶される情報のデータ構造例を示す図である。
【図３】ユーザＡ（例えば看護師）の動作例を示す図である。
【図４】サーバ装置の動作例を示す図である。
【図５】ビデオプロセッサの動作例を示す図である。
【図６】ユーザＢ（例えば医師）の動作例を示す図である。
【図７】クライアント端末装置の動作例を示す図である。
【図８】サーバ装置の表示部に表示される第１の表示画面例である。
【図９】サーバ装置の表示部に表示される第２の表示画面例である。
【図１０】クライアント端末装置の表示部に表示される第１の表示画面例である。
【図１１】クライアント端末装置の表示部に表示される第２の表示画面例である。
【図１２】クライアント端末装置の表示部に表示される第３の表示画面例である。
【図１３】クライアント端末装置の表示部に表示される第４の表示画面例である。
【図１４】クライアント端末装置の表示部に表示される第５の表示画面例である。
【図１５】クライアント端末装置の表示部に表示される第６の表示画面例である。
【図１６】第２の実施形態に係る医療用システムの構成例を示す図である。
【図１７】交換前のビデオプロセッサの動作例を示す図である。
【図１８】光源装置の動作例を示す図である。
【図１９】電気メス装置の動作例を示す図である。
【図２０】サーバ装置の動作例を示す図である。
【図２１】ユーザ（例えば医師や看護師）の動作例を示す図である。
【図２２】交換後のビデオプロセッサの動作例を示す図である。
【図２３】第３の実施形態に係る医療用システムの構成例を示す図である。
【図２４】交換前のビデオプロセッサの動作例を示す図である。
【図２５】ユーザ（例えば医師や看護師）の動作例を示す図である。
【図２６】光源装置の動作例を示す図である。
【図２７】電気メス装置の動作例を示す図である。
【図２８】交換後のビデオプロセッサの動作例を示す図である。
【図２９】第４の実施形態に係る医療用システムの構成例を示す図である。
【図３０】交換前のビデオプロセッサの動作例を示す図である。
【図３１】タブレット型端末装置の動作例を示す図である。
【図３２】光源装置の動作例を示す図である。
【図３３】電気メス装置の動作例を示す図である。
【図３４】ユーザ（例えば医師や看護師）の動作例を示す図である。
【図３５】交換後のビデオプロセッサの動作例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態について説明する。
＜第１の実施形態＞
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る医療用システムの構成例を示す図である。
【００１８】
　図１に示したように、本実施形態に係る医療用システム１００は、検査室１、２、３、
倉庫４、中央材料室５、及びサーバ室６を含む医療機関（例えば病院）に設けられる。
　検査室１、２、３の各々には、クライアント端末装置１０（１０＿１、１０＿２、又は
１０＿３）及びビデオプロセッサ２０（２０＿１、２０＿２、又は２０＿３）等が設けら
れ、そのビデオプロセッサ２０には、スコープ３０（３０＿１、３０＿２、又は３０＿３
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）、周辺装置４０（４０＿１、４０＿２、又は４０＿３）、及び周辺装置５０（５０＿１
、５０＿２、又は５０＿３）等が接続される。
【００１９】
　倉庫４には、クライアント端末装置１０＿４、周辺装置４０＿４、及び周辺装置５０＿
４等が設けられる。なお、周辺装置４０＿４及び周辺装置５０＿４は、予備として設けら
れた周辺装置である。
【００２０】
　中央材料室５には、クライアント端末装置１０＿５等が設けられる。
　サーバ室６には、サーバ装置６０等が設けられる。
　また、クライアント端末装置１０、ビデオプロセッサ２０、及びサーバ装置６０は、院
内ＬＡＮ等の、有線及び無線の一方又は両方を含むネットワーク７０に接続され、互いに
情報の送受を行うことができる。
【００２１】
　このように、本実施形態に係る医療用システム１００は、複数のクライアント端末装置
１０（１０＿１、１０＿２、１０＿３、１０＿４、及び１０＿５）、複数のビデオプロセ
ッサ２０（２０＿１、２０＿２、及び２０＿３）、複数のスコープ３０（３０＿１、３０
＿２、及び３０＿３）、複数の周辺装置４０（４０＿１、４０＿２、４０＿３、及び４０
＿４）、複数の周辺装置５０（５０＿１、５０＿２、５０＿３、及び５０＿４）、及びサ
ーバ装置６０を含み、各クライアント端末装置１０、各ビデオプロセッサ２０、及びサー
バ装置６０がネットワーク７０に接続される構成を有する。
【００２２】
　なお、このような構成の医療用システム１００において、周辺装置４０及び５０は、例
えば、光源装置及び電気メス装置である。また、スコープ３０は、電子内視鏡でもあり、
周辺装置４０及び５０とは異なる周辺装置の一例である。また、ビデオプロセッサ２０は
、内視鏡プロセッサでもあり、内視鏡装置の一例である。また、複数のビデオプロセッサ
２０、複数のスコープ３０、複数の周辺装置４０、及び複数の周辺装置５０は、複数の医
療用装置の一例である。また、複数のクライアント端末装置１０は、１つ以上のクライア
ント端末装置の一例である。また、ビデオプロセッサ２０は、図示しないモニターを含む
。また、クライアント端末装置１０及びサーバ装置６０の各々は、図示しない入力部及び
表示部を含む。
【００２３】
　このような構成の医療用システム１００において、ビデオプロセッサ２０は、スコープ
３０により出力される映像信号を処理してモニターに表示することや、接続されている周
辺装置（スコープ３０、周辺装置４０、５０）において、周辺装置の故障を検出し、故障
した周辺装置に関する情報をサーバ装置６０に送信すること等を行う。なお、ビデオプロ
セッサ２０は、周辺装置の故障を、例えば、その周辺装置からの応答の有無に応じて、検
出する。
【００２４】
　サーバ装置６０は、記憶部６１、検出部６２、及び決定部６３を含み、医療用装置の故
障の検出や、故障した医療用装置の代替装置となり得る代替医療用装置の決定等を行う。
　記憶部６１は、詳しくは図２を用いて後述するように、複数の医療用装置の装置名、シ
リアルＮｏ、電源／接続、所在地、及び使用予定等に関する情報が記憶される。
【００２５】
　検出部６２は、医療用装置の故障を検出する。例えば、検出部６２は、ビデオプロセッ
サ２０の故障を、そのビデオプロセッサ２０からの応答の有無に応じて、検出する。また
、例えば、検出部６２は、ビデオプロセッサ２０に接続されている周辺装置（スコープ３
０、周辺装置４０、５０）の故障を、そのビデオプロセッサ２０により送信される、故障
した周辺装置に関する情報に基づいて、検出する。
【００２６】
　決定部６３は、記憶部６１に記憶されている情報に基づいて、故障した医療用装置の代
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替装置となり得る代替医療用装置を決定する。
　また、サーバ装置６０は、故障した医療用装置の装置名及び所在地等に関する情報を、
１つ以上のクライアント端末装置１０に送信することや、代替医療用装置の装置名、所在
地、及び使用可能日時等に関する情報を、１つ以上のクライアント端末装置１０に送信す
ること、も行う。この場合、サーバ装置６０は、例えば、故障した医療用装置の装置名及
び所在地等に関する情報を、全てのクライアント端末装置１０に送信することや、代替医
療用装置の装置名、所在地、及び使用可能日時等に関する情報を、故障した医療用装置に
近接するクライアント端末装置１０に送信すること、を行ってもよい。
【００２７】
　クライアント端末装置１０は、サーバ装置６０により送信される、故障した医療用装置
の装置名及び所在地等に関する情報や、代替医療用装置の装置名、所在地、及び使用可能
日時等に関する情報を表示部に表示すること等を行う。
【００２８】
　図２は、記憶部６１に記憶される情報のデータ構造例を示す図である。
　図２に示したように、記憶部６１に記憶される情報は、複数の医療用装置の「装置名」
、「シリアルＮｏ」、「電源／接続」、「所在地」、及び「使用予定」に関する情報を含
む。なお、「シリアルＮｏ」は、医療用装置にユニークに付されたナンバーであり、装置
識別情報の一例である。「電源／接続」は、現在日時が「使用予定」に含まれる日時であ
って、且つ、医療用装置の電源がＯＮされていると共にその医療用装置がネットワーク７
０（サーバ装置６０）に直接的又は間接的に接続されている場合に限り「ＯＮ」とされる
情報である。「所在地」は、医療用装置の所在地を示す情報である。「使用予定」は、使
用が予定されている日付及び時間を示す情報である。但し、図２に示した例えば「11:00
～11:20」のように時間のみが示された情報は、使用が予定されている日付が現在の日付
と同日であることを示し、図２に示した「無し」は、使用が予定されていないことを示し
ている。
【００２９】
　次に、本実施形態に係る医療用システム１００の動作例（情報通知動作も含む）につい
て説明する。
　なお、この説明では、その理解を容易にするために、クライアント端末装置１０、ビデ
オプロセッサ２０、及びサーバ装置６０の動作例と共に、ユーザの動作例も含めて説明す
ることにする。
【００３０】
　図３は、ユーザＡ（例えば看護師）の動作例を示す図である。図４は、サーバ装置６０
の動作例を示す図である。図５は、ビデオプロセッサ２０の動作例を示す図である。図６
は、ユーザＢ（例えば医師）の動作例を示す図である。図７は、クライアント端末装置１
０の動作例を示す図である。図８及び図９は、サーバ装置６０の表示部に表示される表示
画面例である。図１０乃至図１５は、クライアント端末装置１０の表示部に表示される表
示画面例である。
【００３１】
　本動作例では、まず、ユーザＡが、図３に示したように、サーバ装置６０の入力部を操
作して、サーバ装置６０の表示部に、図８に示した装置登録画面を表示させ、登録する医
療用装置の情報を入力する（図３のＳ１０１）。より詳しくは、ユーザＡが、サーバ装置
６０の入力部を操作して、図８に示した装置登録画面の入力ボックス１０１及び１０２に
、登録する医療用装置の装置名及びシリアルＮｏを入力すると共に、プルダウンボックス
１０３から所在地を選択して、登録ボタン１０４を押下する。なお、この装置登録画面に
おいては、ユーザＡが、サーバ装置６０の入力部を操作してキャンセルボタン１０５を押
下することにより、登録する医療用装置の情報入力をキャンセルすることもできる。
【００３２】
　図３のＳ１０１の後、サーバ装置６０の表示部には、図９に示した装置使用予定日時入
力画面が表示され、続いて、ユーザＡは、サーバ装置６０の入力部を操作して、登録する
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医療用装置の使用予定日時を入力する（図３のＳ１０２）。より詳しくは、ユーザＡが、
サーバ装置６０の入力部を操作して、図９に示した装置使用予定日時入力画面の使用予定
日時入力ボックス１１１に、登録する医療用装置の使用予定日時（使用開始予定及び使用
終了予定）を入力すると共に、確定ボタン１１２を押下する。なお、この装置使用予定日
時入力画面では、ユーザＡが複数の使用予定日時を入力することも可能である。また、ユ
ーザＡが、サーバ装置６０の入力部を操作して、過去に登録した医療用装置をプルダウン
ボックス１１３から選択することによって、その医療用装置の使用予定日時の追加や変更
も可能である。また、ユーザＡが、サーバ装置６０の入力部を操作してキャンセルボタン
１１４を押下することにより、登録する医療用装置の使用予定日時入力をキャンセルする
こともできる。
【００３３】
　図３のＳ１０１及びＳ１０２の後、サーバ装置６０は、図４に示したように、図３のＳ
１０１及びＳ１０２で入力された医療用装置に関する情報を、記憶部６１に記憶（追加）
する（図４のＳ１１１）。本動作例では、これにより、図２に示したビデオプロセッサ２
０＿１に関する情報が追加されたとする（但し、「電源／接続」の“ＯＮ”を除く）。
【００３４】
　図４のＳ１１１の後、ユーザＡは、図３に示したように、検査を行うための準備を行う
（図３のＳ１０３）。本動作例では、ユーザＡが、検査室１での検査を行うための準備を
行うものとする。本動作例では、これにより、図１の検査室１に示したように各装置が接
続され、ビデオプロセッサ２０＿１、スコープ３０＿１、周辺装置４０＿１、及び５０＿
１の各装置の電源がＯＮされたとする。
【００３５】
　図３のＳ１０３の後、ビデオプロセッサ２０＿１は、図５に示したように、ビデオプロ
セッサ２０＿１の電源がＯＮされると共にネットワーク７０に接続されたことをサーバ装
置６０に通知する（図５のＳ１２１）。
【００３６】
　図５のＳ１２１の後、その通知を受取ったサーバ装置６０は、図４に示したように、記
憶部６１に記憶されている情報の中の、対応するビデオプロセッサ２０＿１の「電源／接
続」を、図２に示したように、“ＯＮ”にする（図４のＳ１１２）。
【００３７】
　図４のＳ１１２の後、ビデオプロセッサ２０＿１は、図５に示したように、スコープ３
０＿１、周辺装置４０＿１、及び５０＿１の電源がＯＮされると共にそれらがビデオプロ
セッサ２０＿１に接続されたことを検出し、その旨をサーバ装置６０に通知する（図５の
Ｓ１２２）。
【００３８】
　図５のＳ１２２の後、その通知を受取ったサーバ装置６０は、図４に示したように、記
憶部６１に記憶されている情報の中の、対応するスコープ３０＿１、周辺装置４０＿１、
及び５０＿１の「電源／接続」を “ＯＮ”にする（図４のＳ１１３）。
【００３９】
　図４のＳ１１３の後、ユーザＢは、図６に示したように、検査室１での検査を１１：０
０に開始する（図６のＳ１３１）。
　図６のＳ１３１の後、本動作例では、ビデオプロセッサ２０＿１が、図５に示したよう
に、１１：１５に故障したとする（図５のＳ１２３）。
【００４０】
　図５のＳ１２３の後、サーバ装置６０は、図４に示したように、ビデオプロセッサ２０
＿１からの応答が無いことから、ビデオプロセッサ２０＿１が故障したことを検出する（
図４のＳ１１４）。
【００４１】
　続いて、サーバ装置６０は、記憶部６１に記憶されている情報から、故障したビデオプ
ロセッサ２０＿１の装置名及び所在地等に関する情報を抽出し、その情報を全てのクライ
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アント端末装置１０に送信する（図４のＳ１１５）。
【００４２】
　図４のＳ１１５の後、その情報を受信した各クライアント端末装置１０は、図７に示し
たように、その情報に基づいて、図１０に示した装置故障情報画面を表示部に表示する（
図７のＳ１４１）。これにより、検査室１のビデオプロセッサ２０＿１の故障が、検査室
１に限らず、クライアント端末装置１０が設けられている他の部屋にも通知される。従っ
て、検査室１にいないユーザＡであっても、検査室１のビデオプロセッサ２０＿１の故障
を確認することができる。なお、図１０に示した装置故障情報画面では、例えばユーザＡ
が、クライアント端末装置１０の入力部を操作して閉じるボタン１２１を押下することに
より、その画面を閉じることができる。
【００４３】
　図７のＳ１４１の後、サーバ装置６０は、図４に示したように、記憶部６１に記憶され
ている情報（図２参照）に基づいて、故障したビデオプロセッサ２０＿１の代替装置とな
り得る代替医療用装置を決定し、その代替医療用装置の装置名、シリアルＮｏ、所在地、
及び使用可能日時等に関する情報を、故障したビデオプロセッサ２０＿１が設けられてい
る検査室１のクライアント端末装置１０＿１（故障したビデオプロセッサ２０＿１に近接
するクライアント端末装置１０＿１）に送信する（図４のＳ１１６）。本動作例では、故
障した医療用装置がビデオプロセッサ２０＿１であることから、その代替装置となり得る
代替医療用装置として、ビデオプロセッサ２０＿２及び２０＿３が決定されたとする。
【００４４】
　図４のＳ１１６の後、その情報を受信したクライアント端末装置１０＿１は、図７に示
したように、その情報に基づいて、図１１に示した代替装置情報画面を表示部に表示する
（図７のＳ１４２）。この代替装置情報画面には、代替医療用装置毎に、装置名、シリア
ルＮｏ、所在地、及び使用可能日時等が表示される。但し、使用可能日時については、日
付が現在の日付と同日の場合に限り時間のみが示され（図１１に示した「使用可能日時」
の例えば“～１６：４５”参照）、使用不可能な（使用可能日時が無い）場合には、“－
”が示される。また、その使用不可能な代替医療用装置（例えばビデオプロセッサ２０＿
３）の情報は、他と区別可能（例えば灰色）に表示される。
【００４５】
　図７のＳ１４２の後、ユーザＢは、図６に示したように、クライアント端末装置１０＿
１の表示部に表示されている図１１に示した代替装置情報画面において、所望の代替医療
用装置を選択する（図６のＳ１３２）。より詳しくは、ユーザＢが、クライアント端末装
置１０＿１の入力部を操作して、図１１に示した代替装置情報画面に表示されている代替
医療用装置の中から、所望の代替医療用装置に対応するラジオボタン１３１を押下して、
検査続行ボタン１３２を押下する。但し、この代替装置情報画面では、使用不可能な代替
医療用装置（例えばビデオプロセッサ２０＿３）の選択はできないようになっている。本
動作例では、ここでユーザＢがビデオプロセッサ２０＿２を選択したとする。なお、この
代替装置情報画面においては、ユーザＢが、クライアント端末装置１０＿１の入力部を操
作して検査終了ボタン１３３を押下することにより、検査を終了させることもできる。
【００４６】
　図６のＳ１３２の後、クライアント端末装置１０＿１の表示部には、図１２に示した代
替装置情報画面が表示され、続いて、ユーザＢは、クライアント端末装置１０＿１の入力
部を操作して、選択した代替医療用装置の使用時間を入力する（図６のＳ１３３）。より
詳しくは、ユーザＢが、クライアント端末装置１０＿１の入力部を操作して、図１２に示
した代替装置情報画面の使用時間入力ボックス１４１に、ビデオプロセッサ２０＿２の使
用開始時刻及び使用終了時刻を入力すると共に、確定ボタン１４２を押下する。本動作例
では、ユーザＢが、使用開始時刻及び使用終了時刻として、“１１：２０”及び“１１：
５０”を入力したとする。なお、この代替装置情報画面では、ユーザＢが、クライアント
端末装置１０＿１の入力部を操作してキャンセルボタン１４３を押下することにより、一
つ前の画面に戻ることもできる。
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【００４７】
　図６のＳ１３３の後、クライアント端末装置１０＿１は、図７に示したように、図６の
Ｓ１３２及びＳ１３３で選択及び入力された情報を、サーバ装置６０に送信する（図７の
Ｓ１４３）。
【００４８】
　図７のＳ１４３の後、その情報を受信したサーバ装置６０は、図４に示したように、そ
の情報を、記憶部６１に記憶されている情報に追加し、記憶部６１に記憶されている情報
を更新する（図４のＳ１１７）。
【００４９】
　続いて、サーバ装置６０は、図６のＳ１３２で選択された代替医療用装置（ビデオプロ
セッサ２０＿２）の運搬を依頼する情報を、全てのクライアント端末装置１０に送信する
（図４のＳ１１８）。
【００５０】
　図４のＳ１１８の後、その情報を受信した各クライアント端末装置１０は、図７に示し
たように、その情報に基づいて、図１３に示した装置運搬依頼画面を表示部に表示する（
図７のＳ１４４）。これにより、代替医療用装置の運搬依頼が、検査室１に限らず、クラ
イアント端末装置１０が設けられている他の部屋にも通知される。従って、検査室１にい
ないユーザＡであっても、代替医療用装置の運搬依頼を確認することができる。
【００５１】
　図７のＳ１４４の後、その代替医療用装置の運搬依頼を確認したユーザＡは、図３に示
したように、その運搬依頼を受諾する（図３のＳ１０４）。より詳しくは、ユーザＡは、
クライアント端末装置１０（例えばクライアント端末装置１０＿１以外のクライアント端
末装置１０）の表示部に表示されている図１３に示した装置運搬依頼画面において、受諾
ボタン１５１を押下する。このようにして、ユーザＡが装置運搬依頼を受諾すると、その
装置運搬依頼画面には、続いて、図１４に示したように、その受諾結果が表示される。な
お、図１３及び図１４に示した装置運搬依頼画面では、ユーザＡが、クライアント端末装
置１０の入力部を操作して閉じるボタン１５２を押下することにより、その画面を閉じる
こともできる。
【００５２】
　続いて、ユーザＡは、検査室２にある代替医療用装置（ビデオプロセッサ２０＿２）を
検査室１へ運び、故障したビデオプロセッサ２０＿１と交換する（図３のＳ１０５）。
　図３のＳ１０５の後、クライアント端末装置１０＿１の表示部には、図１５に示した装
置所在地変更画面が表示され、続いて、ユーザＡは、クライアント端末装置１０＿１の入
力部を操作して、代替医療用装置（ビデオプロセッサ２０＿２）の所在地を変更する（図
３のＳ１０６）。より詳しくは、ユーザＡが、クライアント端末装置１０＿１の入力部を
操作して、図１５に示した装置所在地変更画面のプルダウンボックス１６１及び１６２か
ら代替医療用装置と変更後の所在地を選択して、確定ボタン１６３を押下する。本動作例
では、ビデオプロセッサ２０＿２の所在地が検査室２から検査室１へ変更される。なお、
この装置所在地変更画面においては、ユーザＡが、クライアント端末装置１０＿１の入力
部を操作してキャンセルボタン１６４を押下することにより、代替医療用装置の所在地の
変更をキャンセルすることもできる。
【００５３】
　また、このようにして所在地の変更が行われた場合には、その変更に関する情報がクラ
イアント端末装置１０＿１からサーバ装置６０に送信され、その情報に基づいて、記憶部
６１に記憶されている情報が更新される。
【００５４】
　図３のＳ１０６の後、ユーザＢは、図６に示したように、検査室１での検査を再開する
（図６のＳ１３４）。
　このようにして、図３のＳ１０６、図４のＳ１１８、図５のＳ１２３、図６のＳ１３４
、及び図７のＳ１４４が終了すると、本実施形態に係る医療用システム１００の動作例が
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終了する。
【００５５】
　なお、この動作例では、ビデオプロセッサ２０が故障した場合の例を説明したが、スコ
ープ３０又は周辺装置４０（又は５０）が故障した場合には、詳しくは述べないが、例え
ば、図５のＳ１２３で、その故障がビデオプロセッサ２０により検出され、その旨がサー
バ装置６０に通知される。そして、図４のＳ１１４では、その通知に基づいてスコープ３
０又は周辺装置４０の故障がサーバ装置６０により検出され、ビデオプロセッサ２０の故
障が検出されたときの動作と同様にして、以降の動作が行われる。
【００５６】
　以上、本実施形態に係る医療用システム１００によれば、医療用装置（例えばビデオプ
ロセッサ２０＿１）が故障すると、その故障した医療用装置の装置名及び所在値等に関す
る情報が全てのクライアント端末装置１０に通知されるようになる。従って、故障した医
療用装置と同じ部屋に存在するユーザに限らず、故障した医療用装置と異なる部屋に存在
するユーザであっても、その通知を確認することができる。
【００５７】
　また、故障した医療用装置の代替装置となり得る代替医療用装置の装置名、シリアルＮ
ｏ、所在地、及び使用可能日時等に関する情報が、故障した医療用装置に近接するクライ
アント端末装置１０に通知されるようにもなる。従って、ユーザは、従来のように関係者
に連絡を取る等して確認することなく、クライアント端末装置１０に通知された情報を確
認するだけで、代替医療用装置の有無や所在地等を容易に確認することができ、ユーザの
負担が軽減する。
【００５８】
　なお、本実施形態に係る医療用システム１００においては、各種の変形が可能である。
　例えば、本実施形態に係る医療用システム１００の動作例において、図３のＳ１０１及
びＳ１０２では、医療用装置の装置登録及び使用予定日時入力を、クライアント端末装置
１０から行うように構成してもよい。
【００５９】
　また、例えば、本実施形態に係る医療用システム１００の動作例において、図４のＳ１
１６では、故障したビデオプロセッサ２０＿１の代替装置となり得る代替医療用装置を決
定する際に、例えば現在使用中の医療用装置など、使用不可能な医療用装置を予め除いて
おくようにしてもよい。そして、図７のＳ１４２で表示される代替装置情報画面（図１１
参照）には、使用可能な医療用装置のみが選択可能に表示されるようにしてもよい。
＜第２の実施形態＞
　図１６は、本発明の第２の実施形態に係る医療用システムの構成例を示す図である。
【００６０】
　なお、図１６において、上段は、交換前のビデオプロセッサを含む構成を示し、下段は
、交換後のビデオプロセッサを含む構成を示している。
　図１６の上段又は下段に示したように、本実施形態に係る医療用システム２００は、ビ
デオプロセッサ２１０（交換前のビデオプロセッサ２１０ａ又は交換後のビデオプロセッ
サ２１０ｂ）、光源装置２２０、電気メス装置２３０、及びサーバ装置２４０を含み、光
源装置２２０及び電気メス装置２３０がビデオプロセッサ２１０に接続されると共に、ビ
デオプロセッサ２１０が図示しないネットワークを介してサーバ装置２４０に接続される
構成を有する。なお、ビデオプロセッサ２１０、光源装置２２０、及び電気メス装置２３
０は、トロリー２５０に載置される。
【００６１】
　本実施形態に係る医療用システム２００は、例えば、第１の実施形態に係る医療用シス
テム１００の一部である。この場合、例えば、ビデオプロセッサ２１０はビデオプロセッ
サ２０に対応し、光源装置２２０は周辺装置４０に対応し、電気メス装置２３０は周辺装
置５０に対応し、サーバ装置２４０はサーバ装置６０に対応する。
【００６２】
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　本実施形態に係る医療用システム２００において、ビデオプロセッサ２１０は、記憶部
２１１を含む。
　記憶部２１１は、患者に関する患者情報、及び検査に関する検査情報等が記憶される。
【００６３】
　また、ビデオプロセッサ２１０は、記憶部２１１に記憶されている患者情報、記憶部２
１１に記憶されている検査情報、ビデオプロセッサ２１０の装置識別情報、ビデオプロセ
ッサ２１０の装置設定情報、ビデオプロセッサ２１０に接続されている周辺装置（光源装
置２２０、電気メス装置２３０）の装置識別情報、ビデオプロセッサ２１０に接続されて
いる周辺装置（光源装置２２０、電気メス装置２３０）の装置設定情報、の一つ以上をサ
ーバ装置２４０に送信すること等を行う。なお、光源装置２２０の装置識別情報及び装置
設定情報の一方又は両方は、光源装置２２０からビデオプロセッサ２１０により取得され
る。また、電気メス装置２３０の装置識別情報及び装置設定情報の一方又は両方は、電気
メス装置２３０からビデオプロセッサ２１０により取得する。
【００６４】
　サーバ装置２４０は、記憶部２４１、更新部２４２、及び比較部２４３を含む。
　記憶部２４１は、ビデオプロセッサ２１０の記憶部２１１に記憶されている患者情報及
び検査情報、ビデオプロセッサ２１０の装置識別情報及び装置設定情報、及びビデオプロ
セッサ２１０に接続されている周辺装置（光源装置２２０及び電気メス装置２３０）の装
置識別情報及び装置設定情報等が、トロリー情報として関連付けされて記憶される。なお
、以下では、トロリー２５０に載置されている装置（ビデオプロセッサ２１０、光源装置
２２０、及び電気メス装置２３０）の装置識別情報を、トロリー構成情報ともいう。
【００６５】
　更新部２４２は、ビデオプロセッサ２１０により送信された、変更後の、患者情報、検
査情報、ビデオプロセッサ２１０の装置設定情報、又は周辺装置（光源装置２２０又は電
気メス装置２３０）の装置設定情報に応じて、記憶部２４１に記憶されている、対応する
情報を更新する。
【００６６】
　比較部２４３は、ビデオプロセッサ２１０により送信されたビデオプロセッサ２１０の
装置識別情報及び周辺装置（光源装置２２０及び電気メス装置２３０）の装置識別情報と
、記憶部２４１に記憶されているビデオプロセッサ２１０の装置識別情報及び周辺装置（
光源装置２２０及び電気メス装置２３０）の装置識別情報とを比較する。
【００６７】
　本実施形態に係る医療用システム２００では、詳しくは図１７乃至図２２を用いて後述
するように、比較部２４３による比較の結果、ビデオプロセッサ２１０の装置識別情報が
異なる場合には、ビデオプロセッサ２１０が交換されたとみなされ、サーバ装置２４０が
、記憶部２４１に記憶されている、患者情報、検査情報、及びビデオプロセッサ２１０（
２１０ａ）の装置設定情報を、ビデオプロセッサ２１０（２１０ｂ）に送信し、ビデオプ
ロセッサ２１０（２１０ｂ）が、サーバ装置２４０により送信された患者情報及び検査情
報をビデオプロセッサ２１０（２１０ｂ）の記憶部２１１に記憶すると共に、サーバ装置
２４０により送信されたビデオプロセッサ２１０（２１０ａ）の装置設定情報に従ってビ
デオプロセッサ２１０（２１０ｂ）の装置設定を行う。
【００６８】
　また、詳しくは述べないが、比較部２４３による比較の結果、周辺装置（光源装置２２
０又は電気メス装置２３０）の装置識別情報が異なる場合には、周辺装置が交換されたと
みなされ、サーバ装置２４０が、記憶部２４１に記憶されている、周辺装置（交換前の周
辺装置）の装置設定情報を、ビデオプロセッサ２１０に送信し、ビデオプロセッサ２１０
が、サーバ装置２４０により送信された周辺装置（交換前の周辺装置）の装置設定情報に
従って周辺装置（交換後の周辺装置）の装置設定を行う。
【００６９】
　次に、本実施形態に係る医療用システム２００の動作例について説明する。
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　ここでは、その動作例として、ビデオプロセッサ２１０の故障により、ビデオプロセッ
サ２１０の交換が行われる場合の例を説明する。
【００７０】
　なお、この説明では、その理解を容易にするために、交換前のビデオプロセッサ２１０
ａ、交換後のビデオプロセッサ２１０ｂ、光源装置２２０、電気メス装置２３０、及びサ
ーバ装置２４０の動作例と共に、ユーザ（例えば医師や看護師）の動作例も含めて説明す
ることにする。
【００７１】
　図１７は、交換前のビデオプロセッサ２１０ａの動作例を示す図である。図１８は、光
源装置２２０の動作例を示す図である。図１９は、電気メス装置２３０の動作例を示す図
である。図２０は、サーバ装置２４０の動作例を示す図である。図２１は、ユーザ（例え
ば医師や看護師）の動作例を示す図である。図２２は、交換後のビデオプロセッサ２１０
ｂの動作例を示す図である。
【００７２】
　本動作例では、まず、ビデオプロセッサ２１０ａが、図１７に示したように、例えばユ
ーザの操作に応じて、電源をＯＮする（図１７のＳ２０１）。
　続いて、ビデオプロセッサ２１０ａは、電源がＯＮされている光源装置２２０及び電気
メス装置２３０との接続を確立する（図１７のＳ２０２）。
【００７３】
　続いて、ビデオプロセッサ２１０ａは、サーバ装置２４０との接続を確立する（図１７
のＳ２０３）。
　続いて、ビデオプロセッサ２１０ａは、光源装置２２０に対し、装置識別情報及び装置
設定情報を要求する（図１７のＳ２０４）。
【００７４】
　図１７のＳ２０４の後、光源装置２２０は、図１８に示したように、その要求に応答し
て、光源装置２２０の装置識別情報及び装置設定情報をビデオプロセッサ２１０ａに送信
する（図１８のＳ２１１）。
【００７５】
　図１８のＳ２１１の後、ビデオプロセッサ２１０ａは、図１７に示したように、電気メ
ス装置２３０に対し、装置識別情報及び装置設定情報を要求する（図１７のＳ２０５）。
　図１７のＳ２０５の後、電気メス装置２３０は、図１９に示したように、その要求に応
答して、電気メス装置２３０の装置識別情報及び装置設定情報をビデオプロセッサ２１０
ａに送信する（図１９のＳ２２１）。
【００７６】
　図１９のＳ２２１の後、ビデオプロセッサ２１０ａは、図１７に示したように、記憶部
２１１に記憶されている患者情報及び検査情報と、ビデオプロセッサ２１０ａの装置識別
情報及び装置設定情報と、光源装置２２０により図１８のＳ２１１で送信された光源装置
２２０の装置識別情報及び装置設定情報と、電気メス装置２３０により図１９のＳ２２１
で送信された電気メス装置２３０の装置識別情報及び装置設定情報とを、サーバ装置２４
０に送信する（図１７のＳ２０６）（図１６の上段参照）。
【００７７】
　図１７のＳ２０６の後、サーバ装置２４０は、図２０に示したように、ビデオプロセッ
サ２１０ａにより図１７のＳ２０６で送信された情報を、例えば図１６の上段の記憶部２
４１のトロリー情報のように関連づけて記憶部２４１に記憶する（図２０のＳ２３１）。
【００７８】
　図２０のＳ２３１の後、光源装置２２０は、図１８に示したように、例えばユーザの操
作により装置設定が変更される等して、光源装置２２０の装置設定情報が変更された場合
には、変更後の装置設定情報を、ビデオプロセッサ２１０ａに送信する（図１８のＳ２１
２）。
【００７９】
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　図１８のＳ２１２の後、電気メス装置２３０は、図１９に示したように、例えばユーザ
の操作により装置設定が変更される等して、電気メス装置２３０の装置設定情報が変更さ
れた場合には、変更後の装置設定情報を、ビデオプロセッサ２１０ａに送信する（図１９
のＳ２２２）。
【００８０】
　図１９のＳ２２２の後、ビデオプロセッサ２１０ａは、図１７に示したように、例えば
ユーザの操作により記憶部２１１に記憶されている患者情報又は検査情報が変更された場
合には、変更後の患者情報又は検査情報を、サーバ装置２４０に送信する（図１７のＳ２
０７）。あるいは、図１７のＳ２０７では、例えばユーザの操作により装置設定が変更さ
れる等して、ビデオプロセッサ２１０ａの装置設定情報が変更された場合には、変更後の
装置設定情報を、サーバ装置２４０に送信する。もしくは、図１７のＳ２０７では、光源
装置２２０により図１８のＳ２１２で送信された光源装置２２０の変更後の装置設定情報
、又は、電気メス装置２３０により図１９のＳ２２２で送信された電気メス装置２３０の
変更後の装置設定情報を、サーバ装置２４０に送信する。
【００８１】
　図１７のＳ２０７の後、サーバ装置２４０は、図２０に示したように、ビデオプロセッ
サ２１０ａにより図１７のＳ２０７で送信された変更情報を記憶部２４１に記憶されてい
るトロリー情報に反映し、トロリー情報を更新する（図２０のＳ２３２）。
【００８２】
　図２０のＳ２３２の後、ユーザは、図２１に示したように、検査を開始する（図２１の
Ｓ２４１）。
　図２１のＳ２４１の後、本動作例では、ビデオプロセッサ２１０ａが、図１７に示した
ように、故障したとする（図１７のＳ２０８）。なお、この場合に、そのビデオプロセッ
サ２１０ａの故障や、その代替医療用装置（ビデオプロセッサ２１０ｂ）の所在地等に関
する情報は、例えば、第１の実施形態で説明したようにしてユーザに通知される。
【００８３】
　図１７のＳ２０８の後、ユーザは、図２１に示したように、故障したビデオプロセッサ
２１０ａをビデオプロセッサ２１０ｂに交換する（図２１のＳ２４２）。
　図２１のＳ２４２の後、交換後のビデオプロセッサ２１０ｂは、図２２に示したように
、Ｓ２５１乃至Ｓ２５３の処理を行う。なお、この処理は、図１７のＳ２０２乃至Ｓ２０
４と同様の処理となるので、ここでは説明を省略する。
【００８４】
　図２２のＳ２５３の後、光源装置２２０は、図１８に示したように、Ｓ２１３の処理を
行う。なお、この処理は、Ｓ２１１と同様の処理となるので、ここでは説明を省略する。
　図１８のＳ２１３の後、ビデオプロセッサ２１０ｂは、図２２に示したように、Ｓ２５
４の処理を行う。なお、この処理は、図１７のＳ２０５と同様の処理となるので、ここで
は説明を省略する。
【００８５】
　図２２のＳ２５４の後、電気メス装置２３０は、図１９に示したように、Ｓ２２３の処
理を行う。なお、この処理は、Ｓ２２１と同様の処理となるので、ここでは説明を省略す
る。
【００８６】
　図１９のＳ２２３の後、ビデオプロセッサ２１０ｂは、図２２に示したように、Ｓ２５
５の処理を行う。なお、この処理は、図１７のＳ２０６と同様の処理となるので、ここで
は説明を省略する。
【００８７】
　図２２のＳ２５５の後、サーバ装置２４０は、図２０に示したように、ビデオプロセッ
サ２１０ｂにより図２２のＳ２２５で送信されたトロリー構成情報（ビデオプロセッサ２
１０ｂ、光源装置２２０、及び電気メス装置２３０の各装置の装置識別情報）と、記憶部
２４１に記憶されているトロリー構成情報（ビデオプロセッサ２１０ａ、光源装置２２０
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、及び電気メス装置２３０の各装置の装置識別情報）とを比較し、その結果、ビデオプロ
セッサ２１０の装置識別情報が異なることから、ビデオプロセッサ２１０が交換されたこ
とを検出する（図２０のＳ２３３）。
【００８８】
　続いて、サーバ装置２４０は、記憶部２４１に記憶されているトロリー情報の中の、ビ
デオプロセッサ２１０（すなわち交換前のビデオプロセッサ２１０ａ）の患者情報、検査
情報、及び装置設定情報を、ビデオプロセッサ２１０ｂに送信する（図２０のＳ２３４）
（図１６の下段参照）。
【００８９】
　図２０のＳ２３４の後、ビデオプロセッサ２１０ｂは、サーバ装置２４０により図２０
のＳ２３４で送信された、ビデオプロセッサ２１０ａの患者情報、検査情報、及び装置設
定情報をビデオプロセッサ２１０ｂに反映する（図２２のＳ２５６）。すなわち、ビデオ
プロセッサ２１０ｂは、ビデオプロセッサ２１０ａの患者情報及び検査情報を、ビデオプ
ロセッサ２１０ｂの記憶部２１１に記憶すると共に、ビデオプロセッサ２１０ａの装置設
定情報に従って、ビデオプロセッサ２１０ｂの装置設定を行う。これにより、交換後のビ
デオプロセッサ２１０ｂの状態が、交換前のビデオプロセッサ２１０ａの状態に復帰する
。
【００９０】
　図２２のＳ２５６の後、光源装置２２０は、図１８に示したように、Ｓ２１４の処理を
行う。なお、この処理は、Ｓ２１２と同様の処理となるので、ここでは説明を省略する。
　図１８のＳ２１４の後、電気メス装置２３０は、図１９に示したように、Ｓ２２４の処
理を行う。なお、この処理は、Ｓ２２２と同様の処理となるので、ここでは説明を省略す
る。
【００９１】
　図１９のＳ２２４の後、ビデオプロセッサ２１０ｂは、図２２に示したように、Ｓ２５
７の処理を行う。なお、この処理は、図１７のＳ２０７と同様の処理となるので、ここで
は説明を省略する。
【００９２】
　図２２のＳ２５７の後、サーバ装置２４０は、図２０に示したように、Ｓ２３５の処理
を行う。なお、この処理は、Ｓ２３２と同様の処理となるので、ここでは説明を省略する
。
【００９３】
　このようにして、図１７のＳ２０８、図１８のＳ２１４、図１９のＳ２２４、図２０の
Ｓ２３５、図２１のＳ２４２、及び図２２のＳ２５７が終了すると、本実施形態に係る医
療用システム２００の動作例が終了する。
【００９４】
　以上、本実施形態に係る医療用システム２００によれば、故障等によりビデオプロセッ
サ２１０の交換が行われた場合に、交換後のビデオプロセッサ２１０ｂの状態（患者情報
、検査情報、及び装置設定）を、交換前のビデオプロセッサ２１０ａの状態に自動的に復
帰させることができる。また、故障等により周辺装置（光源装置２２０又は電気メス装置
２３０）の交換が行われた場合にも同様に、交換後の周辺装置の状態（装置設定）を、交
換前の周辺装置の状態に自動的に復帰させることができる。これにより、ユーザは、従来
のような、交換後の装置（ビデオプロセッサ）に対する患者情報及び検査情報の再入力や
、交換後の装置（ビデオプロセッサ、光源装置、電気メス装置）に対する再設定が不要と
なり、装置交換に伴うユーザの負担を軽減させることができる。また、検査中に装置交換
が行われたとしても、交換前の検査と交換後の検査とを同一検査として取り扱うこともで
きるので、検査を継続することもできる。従って、従来のように、検査中の装置交換によ
り検査が中断され、交換前の検査と交換後の検査とが別検査として取り扱われることもな
い。
【００９５】
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　なお、本実施形態に係る医療用システム２００においては、各種の変形が可能である。
　例えば、本実施形態に係る医療用システム２００において、ビデオプロセッサ２１０、
光源装置２２０、及び電気メス装置２３０が載置されたトロリー２５０に限らず、複数の
医療用装置が載置されるトロリーが複数設けられるようにしてもよい。この場合、サーバ
装置２４０は、例えば、トロリー毎にトロリー情報を記憶部２４１に記憶するようにして
もよい。
＜第３の実施形態＞
　図２３は、本発明の第３の実施形態に係る医療用システムの構成例を示す図である。
【００９６】
　なお、図２３において、上段は、交換前のビデオプロセッサを含む構成を示し、下段は
、交換後のビデオプロセッサを含む構成を示している。
　図２３の上段又は下段に示したように、本実施形態に係る医療用システム３００は、ビ
デオプロセッサ３１０（交換前のビデオプロセッサ３１０ａ又は交換後のビデオプロセッ
サ３１０ｂ）、光源装置３２０、及び電気メス装置３３０を含み、光源装置３２０及び電
気メス装置３３０がビデオプロセッサ３１０に接続される構成を有する。なお、ビデオプ
ロセッサ３１０、光源装置３２０、及び電気メス装置３３０は、トロリー３４０に載置さ
れる。
【００９７】
　本実施形態に係る医療用システム３００は、例えば、第１の実施形態に係る医療用シス
テム１００の一部である。この場合、例えば、ビデオプロセッサ３１０はビデオプロセッ
サ２０に対応し、光源装置３２０は周辺装置４０に対応し、電気メス装置３３０は周辺装
置５０に対応する。
【００９８】
　本実施形態に係る医療用システム３００において、ビデオプロセッサ３１０は、記憶部
３１１、ビデオプロセッサ３１０に対して着脱自在なポータブルメモリ３１２、更新部３
１３、及び比較部３１４を含む。
【００９９】
　記憶部３１１は、患者に関する患者情報、及び検査に関する検査情報等が記憶される。
　ポータブルメモリ３１２は、例えばＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリ等であって
、記憶部３１１に記憶されている患者情報及び検査情報、ビデオプロセッサ３１０の装置
識別情報及び装置設定情報、及びビデオプロセッサ３１０に接続されている周辺装置（光
源装置３２０及び電気メス装置３３０）の装置識別情報及び装置設定情報等が、トロリー
情報として関連付けされて記憶される。なお、周辺装置（光源装置３２０及び電気メス装
置３３０）の装置識別情報及び装置設定情報は、周辺装置からビデオプロセッサ３１０に
より取得される。また、以下では、トロリー３４０に載置されている装置（ビデオプロセ
ッサ３１０、光源装置３２０、及び電気メス装置３３０）の装置識別情報を、トロリー構
成情報ともいう。
【０１００】
　更新部３１３は、記憶部３１１に記憶されている患者情報又は検査情報の変更、ビデオ
プロセッサ３１０の装置設定の変更、又は周辺装置（光源装置３２０又は電気メス装置３
３０）から取得した周辺装置の変更後の装置設定情報に応じて、ポータブルメモリ３１２
に記憶されている、対応する情報を更新する。
【０１０１】
　比較部３１４は、ビデオプロセッサ３１０の装置識別情報及び周辺装置（光源装置３２
０及び電気メス装置３３０）から取得した周辺装置の装置識別情報と、ポータブルメモリ
３１２に記憶されているビデオプロセッサ３１０の装置識別情報及び周辺装置（光源装置
３２０及び電気メス装置３３０）の装置識別情報とを比較する。
【０１０２】
　本実施形態に係る医療用システム３００では、詳しくは図２４乃至図２８を用いて後述
するように、比較部３１４による比較の結果、ビデオプロセッサ３１０の装置識別情報が
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異なる場合には、ビデオプロセッサ３１０が交換されたとみなされ、ビデオプロセッサ３
１０（３１０ｂ）が、ポータブルメモリ３１２（ビデオプロセッサ３１０ａからビデオプ
ロセッサ３１０ｂに差し替えられたポータブルメモリ３１２）に記憶されている患者情報
及び検査情報を、ビデオプロセッサ３１０（３１０ｂ）の記憶部３１１に記憶すると共に
、そのポータブルメモリ３１２に記憶されているビデオプロセッサ３１０（３１０ａ）の
装置設定情報に従ってビデオプロセッサ３１０（３１０ｂ）の装置設定を行う。
【０１０３】
　また、詳しくは述べないが、比較部３１４による比較の結果、周辺装置（光源装置３２
０及び電気メス装置３３０）の装置識別情報が異なる場合には、ビデオプロセッサ３１０
が、ポータブルメモリ３１２に記憶されている周辺装置（交換前の周辺装置）の装置設定
情報に従って周辺装置（交換後の周辺装置）の装置設定を行う。
【０１０４】
　次に、本実施形態に係る医療用システム３００の動作例について説明する。
　ここでは、その動作例として、ビデオプロセッサ３１０の故障により、ビデオプロセッ
サ３１０の交換が行われる場合の動作例を説明する。
【０１０５】
　なお、この説明では、その理解を容易にするために、交換前のビデオプロセッサ３１０
ａ、交換後のビデオプロセッサ３１０ｂ、光源装置３２０、及び電気メス装置３３０の動
作例と共に、ユーザ（例えば医師や看護師）の動作例も含めて説明することにする。
【０１０６】
　図２４は、交換前のビデオプロセッサ３１０ａの動作例を示す図である。図２５は、ユ
ーザ（例えば医師や看護師）の動作例を示す図である。図２６は、光源装置３２０の動作
例を示す図である。図２７は、電気メス装置３３０の動作例を示す図である。図２８は、
交換後のビデオプロセッサ３１０ｂの動作例を示す図である。
【０１０７】
　本動作例では、まず、ビデオプロセッサ３１０ａが、図２４に示したように、例えばユ
ーザの操作に応じて、電源をＯＮする（図２４のＳ３０１）。
　続いて、ビデオプロセッサ３１０ａは、電源がＯＮされている光源装置３２０及び電気
メス装置３３０との接続を確立する（図２４のＳ３０２）。
【０１０８】
　図２４のＳ３０２の後、ユーザは、図２５に示したように、ポータブルメモリ３１２を
ビデオプロセッサ３１０ａに装着する（図２５のＳ３１１）。なお、この時点において、
ポータブルメモリ３１２には、何れのトロリー情報も記憶されていないものとする。
【０１０９】
　図２５のＳ３１１の後、ビデオプロセッサ３１０ａは、図２４に示したように、ポータ
ブルメモリ３１２が装着されたことを認識する（図２４のＳ３０３）。
　続いて、ビデオプロセッサ３１０ａは、光源装置３２０に対し、装置識別情報及び装置
設定情報を要求する（図２４のＳ３０４）。
【０１１０】
　図２４のＳ３０４の後、光源装置３２０は、図２６に示したように、その要求に応答し
て、光源装置３２０の装置識別情報及び装置設定情報をビデオプロセッサ３１０ａに送信
する（図２６のＳ３２１）。
【０１１１】
　図２６のＳ３２１の後、ビデオプロセッサ３１０ａは、図２４に示したように、電気メ
ス装置３３０に対し、装置識別情報及び装置設定情報を要求する（図２４のＳ３０５）。
　図２４のＳ３０５の後、電気メス装置３３０は、図２７に示したように、その要求に応
答して、電気メス装置３３０の装置識別情報及び装置設定情報をビデオプロセッサ３１０
ａに送信する（図２７のＳ３３１）。
【０１１２】
　図２７のＳ３３１の後、ビデオプロセッサ３１０ａは、図２４に示したように、記憶部
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３１１に記憶されている患者情報及び検査情報と、ビデオプロセッサ３１０ａの装置識別
情報及び装置設定情報と、光源装置３２０により図２６のＳ３２１で送信された光源装置
３２０の装置識別情報及び装置設定情報と、電気メス装置３３０により図２７のＳ３３１
で送信された電気メス装置３３０の装置識別情報及び装置設定情報とを、例えば図２３の
上段のポータブルメモリ３１２のトロリー情報のように、関連づけてポータブルメモリ３
１２に記憶する（図２４のＳ３０６）。
【０１１３】
　図２４のＳ３０６の後、ユーザは、図２５に示したように、検査を開始する（図２５の
Ｓ３１２）。
　図２５のＳ３１２の後、光源装置３２０は、図２６に示したように、例えばユーザの操
作により装置設定が変更される等して、光源装置３２０の装置設定情報が変更された場合
には、変更後の装置設定情報を、ビデオプロセッサ３１０ａに送信する（図２６のＳ３２
２）。
【０１１４】
　図２６のＳ３２２の後、電気メス装置３３０は、図２７に示したように、例えばユーザ
の操作により装置設定が変更される等して、電気メス装置３３０の装置設定情報が変更さ
れた場合には、変更後の装置設定情報を、ビデオプロセッサ３１０ａに送信する（図２７
のＳ３３２）。
【０１１５】
　図２７のＳ３３２の後、ビデオプロセッサ３１０ａは、図２４に示したように、例えば
ユーザの操作により記憶部３１１に記憶されている患者情報又は検査情報が変更された場
合には、変更後の患者情報又は検査情報を、ポータブルメモリ３１２のトロリー情報に反
映し、トロリー情報を更新する（図２４のＳ３０７）。あるいは、図２４のＳ３０７では
、例えばユーザの操作により装置設定が変更される等して、ビデオプロセッサ３１０ａの
装置設定情報が変更された場合には、変更後の装置設定情報を、ポータブルメモリ３１２
のトロリー情報に反映し、トロリー情報を更新する。もしくは、図２４のＳ３０７では、
光源装置３２０により図２６のＳ３２２で送信された光源装置３２０の変更後の装置設定
情報、又は、電気メス装置３３０により図２７のＳ３３２で送信された電気メス装置３３
０の変更後の装置設定情報を、ポータブルメモリ３１２のトロリー情報に反映し、トロリ
ー情報を更新する。
【０１１６】
　図２４のＳ３０７の後、本動作例では、ビデオプロセッサ３１０ａが、図２４に示した
ように、故障したとする（図２４のＳ３０８）。なお、この場合に、そのビデオプロセッ
サ３１０ａの故障や、その代替医療用装置（ビデオプロセッサ３１０ｂ）の所在地等に関
する情報は、例えば、第１の実施形態で説明したようにしてユーザに通知される。
【０１１７】
　図２４のＳ３０８の後、ユーザは、図２５に示したように、故障したビデオプロセッサ
３１０ａをビデオプロセッサ３１０ｂに交換する（図２５のＳ３１３）。
　図２５のＳ３１３の後、ビデオプロセッサ３１０ｂは、図２８に示したように、Ｓ３４
１の処理を行う。なお、この処理は、図２４のＳ３０２と同様の処理となるので、ここで
は説明を省略する。
【０１１８】
　図２８のＳ３４１の後、ユーザは、図２５に示したように、ビデオプロセッサ３１０ａ
に装着されていたポータブルメモリ３１２を、ビデオプロセッサ３１０ｂに装着する（図
２５のＳ３１４）。すなわち、ポータブルメモリ３１２を、ビデオプロセッサ３１０ａか
らビデオプロセッサ３１０ｂに差し替える。
【０１１９】
　図２５のＳ３１４の後、ビデオプロセッサ３１０ｂは、図２８に示したように、Ｓ３４
２及びＳ３４３の処理を行う。なお、この処理は、図２４のＳ３０３及びＳ３０４と同様
の処理となるので、ここでは説明を省略する。
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【０１２０】
　図２８のＳ３４３の後、光源装置３２０は、図２６に示したように、Ｓ３２３の処理を
行う。なお、この処理は、Ｓ３２１と同様の処理となるので、ここでは説明を諸略する。
　図２６のＳ３２３の後、ビデオプロセッサ３１０ｂは、図２８に示したように、Ｓ３４
４の処理を行う。なお、この処理は、図２４のＳ３０５と同様の処理となるので、ここで
は説明を省略する。
【０１２１】
　図２８のＳ３４４の後、電気メス装置３３０は、図２７に示したように、Ｓ３３３の処
理を行う。なお、この処理は、Ｓ３３１と同様の処理となるので、ここでは説明を省略す
る。
【０１２２】
　図２７のＳ３３３の後、ビデオプロセッサ３１０ｂは、図２８に示したように、現時点
のトロリー構成情報（ビデオプロセッサ３１０ｂ、光源装置３２０、及び電気メス装置３
３０の各装置の装置識別情報）と、ポータブルメモリ３１２に記憶されているトロリー構
成情報（ビデオプロセッサ３１０ａ、光源装置３２０、及び電気メス装置３３０の各装置
の装置識別情報）とを比較し、その結果、ビデオプロセッサ３１０の装置識別情報が異な
ることから、ビデオプロセッサ３１０が交換されたことを検出し、ポータブルメモリ３１
２に記憶されているトロリー情報の中のビデオプロセッサ３１０ａの患者情報、検査情報
、及び装置設定情報をビデオプロセッサ３１０ｂに反映する（図２８のＳ３４５）。すな
わち、ビデオプロセッサ３１０ｂは、ビデオプロセッサ３１０ａの患者情報及び検査情報
を、ビデオプロセッサ３１０ｂの記憶部３１１に記憶すると共に、ビデオプロセッサ３１
０ａの装置設定情報に従って、ビデオプロセッサ３１０ｂの装置設定を行う。これにより
、交換後のビデオプロセッサ３１０ｂの状態が、交換前のビデオプロセッサ３１０ａの状
態に復帰する。
【０１２３】
　図２８のＳ３４５の後、光源装置３２０は、図２６に示したように、Ｓ３２４の処理を
行う。なお、この処理は、Ｓ３２２と同様の処理となるので、ここでは説明を省略する。
　図２６のＳ３２４の後、電気メス装置３３０は、図２７に示したように、Ｓ３３４の処
理を行う。なお、この処理は、Ｓ３３２と同様の処理となるので、ここでは説明を省略す
る。
【０１２４】
　図２７のＳ３３４の後、ビデオプロセッサ３１０ｂは、図２８に示したように、Ｓ３４
６の処理を行う。なお、この処理は、図２４のＳ３０７と同様の処理となるので、ここで
は説明を省略する。
【０１２５】
　このようにして、図２４のＳ３０８、図２５のＳ３１４、図２６のＳ３２４、図２７の
Ｓ３３４、及び図２８のＳ３４６が終了すると、本実施形態に係る医療用システム３００
の動作例が終了する。
【０１２６】
　以上、本実施形態に係る医療用システム３００によれば、故障等によりビデオプロセッ
サ３１０の交換が行われた場合に、ユーザはポータブルメモリ３１２を交換前のビデオプ
ロセッサ３１０ａから交換後のビデオプロセッサ３１０ｂへ差し替えるだけで、交換後の
ビデオプロセッサ３１０ｂの状態（患者情報、検査情報、及び装置設定）を、交換前のビ
デオプロセッサ３１０ａの状態に自動的に復帰させることができる。また、故障等により
周辺装置（光源装置３２０又は電気メス装置３３０）の交換が行われた場合には、交換後
の周辺装置の状態（装置設定）を、交換前の周辺装置の状態に自動的に復帰させることが
できる。これにより、ユーザは、従来のような、交換後の装置（ビデオプロセッサ）に対
する患者情報及び検査情報の再入力や、交換後の装置（ビデオプロセッサ、光源装置、電
気メス装置）に対する再設定が不要となり、装置交換に伴うユーザの負担を軽減させるこ
とができる。また、検査中に装置交換が行われたとしても、交換前の検査と交換後の検査
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とを同一検査として取り扱うこともできるので、検査を継続することもできる。従って、
従来のように、検査中の装置交換により検査が中断され、交換前の検査と交換後の検査と
が別検査として取り扱われることもない。
【０１２７】
　なお、本実施形態に係る医療用システム３００においては、各種の変形が可能である。
　例えば、本実施形態に係る医療用システム３００において、ビデオプロセッサ３１０、
光源装置３２０、及び電気メス装置３３０が載置されたトロリー３４０に限らず、複数の
医療用装置が載置されるトロリーが複数設けられるようにしてもよい。この場合、ビデオ
プロセッサ３１０は、例えば、トロリー毎にトロリー情報をポータブルメモリ３１２に記
憶するようにしてもよい。
＜第４の実施形態＞
　図２９は、本発明の第４の実施形態に係る医療用システムの構成例を示す図である。
【０１２８】
　なお、図２９において、上段は、交換前のビデオプロセッサを含む構成を示し、下段は
、交換後のビデオプロセッサを含む構成を示している。
　図２９の上段又は下段に示したように、本実施形態に係る医療用システム４００は、ビ
デオプロセッサ４１０（交換前のビデオプロセッサ４１０ａ又は交換後のビデオプロセッ
サ４１０ｂ）、光源装置４２０、電気メス装置４３０、及びタブレット型端末装置４４０
を含み、光源装置４２０及び電気メス装置４３０がビデオプロセッサ４１０に接続（例え
ば有線接続）されると共に、ビデオプロセッサ４１０が図示しないネットワークを介して
タブレット型端末装置４４０に接続（例えば無線接続）される構成を有する。なお、ビデ
オプロセッサ４１０、光源装置４２０、及び電気メス装置４３０は、トロリー４５０に載
置される。
【０１２９】
　本実施形態に係る医療用システム４００は、例えば、第１の実施形態に係る医療用シス
テム１００の一部である。この場合、例えば、ビデオプロセッサ４１０はビデオプロセッ
サ２０に対応し、光源装置４２０は周辺装置４０に対応し、電気メス装置４３０は周辺装
置５０に対応する。
【０１３０】
　本実施形態に係る医療用システム４００において、ビデオプロセッサ４１０は、記憶部
４１１、及びＲＦＩＤ（Radio Frequency IDentification）タグ４１２を含む。
　記憶部４１１は、患者に関する患者情報、及び検査に関する検査情報等が記憶される。
【０１３１】
　ＲＦＩＤタグ４１２は、ビデオプロセッサ４１０の装置識別情報等を記憶する。
　また、ビデオプロセッサ４１０は、記憶部４１１に記憶されている患者情報、記憶部４
１１に記憶されている検査情報、ビデオプロセッサ４１０の装置設定情報、ビデオプロセ
ッサ４１０に接続されている周辺装置（光源装置４２０、電気メス装置４３０）の装置設
定情報、の一つ以上をタブレット型端末装置４４０に送信すること等を行う。なお、光源
装置４２０の装置識別情報は、光源装置４２０からビデオプロセッサ４１０により取得さ
れる。また、電気メス装置４３０の装置設定情報は、電気メス装置４３０からビデオプロ
セッサ４１０により取得される。
【０１３２】
　光源装置４２０は、ＲＦＩＤタグ４２１を含む。
　ＲＦＩＤタグ４２１は、光源装置４２０の装置識別情報等を記憶する。
　電気メス装置４３０は、ＲＦＩＤタグ４３１を含む。
【０１３３】
　ＲＦＩＤタグ４３１は、電気メス装置４３０の装置識別情報等を記憶する。
　タブレット型端末装置４４０は、携帯型端末装置の一例であって、取得部４４１、記憶
部４４２、更新部４４３、及び比較部４４４を含む。
【０１３４】
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　取得部４４１は、ＲＦＩＤタグに対して情報の読み出し及び書き込みを行うリーダライ
タであって、例えば、ビデオプロセッサ４１０のＲＦＩＤタグ４１２、光源装置４２０の
ＲＦＩＤタグ４２１、及び電気メス装置４３０のＲＦＩＤタグ４３１から、各装置の装置
識別情報を読み出す。
【０１３５】
　記憶部４４２は、ビデオプロセッサ４１０の記憶部４１１に記憶されている患者情報及
び検査情報、ビデオプロセッサ４１０の装置識別情報及び装置設定情報、及びビデオプロ
セッサ４１０に接続されている周辺装置（光源装置４２０及び電気メス装置４３０）の装
置識別情報及び装置設定情報等が、トロリー情報として関連付けされて記憶される。なお
、以下では、トロリー４５０に載置されている装置（ビデオプロセッサ４１０、光源装置
４２０、及び電気メス装置４３０）の装置識別情報を、トロリー構成情報ともいう。
【０１３６】
　更新部４４３は、ビデオプロセッサ４１０により送信された、変更後の、患者情報、検
査情報、ビデオプロセッサ４１０の装置設定情報、又は周辺装置（光源装置４２０又は電
気メス装置４３０）の装置設定情報に応じて、記憶部４４２に記憶されている、対応する
情報を更新する。
【０１３７】
　比較部４４４は、取得部４４１により取得されたビデオプロセッサ４１０の装置識別情
報及び周辺装置（光源装置４２０及び電気メス装置４３０）の装置識別情報と、記憶部４
４２に記憶されているビデオプロセッサ４１０の装置識別情報及び周辺装置（光源装置４
２０及び電気メス装置４３０）の装置識別情報とを比較する。
【０１３８】
　本実施形態に係る医療用システム４００では、詳しくは図３０乃至図３５を用いて後述
するように、比較部４４４による比較の結果、ビデオプロセッサ４１０の装置識別情報が
異なる場合には、ビデオプロセッサ４１０が交換されたとみなされ、タブレット型端末装
置４４０が、記憶部４４２に記憶されている、患者情報、検査情報、及びビデオプロセッ
サ４１０（４１０ａ）の装置設定情報を、ビデオプロセッサ４１０（４１０ｂ）に送信し
、ビデオプロセッサ４１０（４１０ｂ）が、タブレット型端末装置４４０により送信され
た患者情報及び検査情報をビデオプロセッサ４１０（４１０ｂ）の記憶部４１１に記憶す
ると共に、タブレット型端末装置４４０により送信されたビデオプロセッサ４１０（４１
０ａ）の装置設定情報に従ってビデオプロセッサ４１０（４１０ｂ）の装置設定を行う。
【０１３９】
　また、詳しくは述べないが、比較部４４４による比較の結果、周辺装置（光源装置４２
０又は電気メス装置４３０）の装置識別情報が異なる場合には、周辺装置が交換されたと
みなされ、タブレット型端末装置４４０が、記憶部４４２に記憶されている、周辺装置（
交換前の周辺装置）の装置設定情報を、ビデオプロセッサ４１０に送信し、ビデオプロセ
ッサ４１０が、タブレット型端末装置４４０により送信された周辺装置（交換前の周辺装
置）の装置設定情報に従って周辺装置（交換後の周辺装置）の装置設定を行う。
【０１４０】
　次に、本実施形態に係る医療用システム４００の動作例について説明する。
　ここでは、その動作例として、ビデオプロセッサ４１０の故障により、ビデオプロセッ
サ４１０の交換が行われる場合の動作例を説明する。
【０１４１】
　なお、この説明では、その理解を容易にするために、交換前のビデオプロセッサ４１０
ａ、交換後のビデオプロセッサ４１０ｂ、光源装置４２０、電気メス装置４３０、及びタ
ブレット型端末装置４４０の動作例と共に、ユーザ（例えば医師や看護師）の動作例も含
めて説明することにする。
【０１４２】
　図３０は、交換前のビデオプロセッサ４１０ａの動作例を示す図である。図３１は、タ
ブレット型端末装置４４０の動作例を示す図である。図３２は、光源装置４２０の動作例
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を示す図である。図３３は、電気メス装置４３０の動作例を示す図である。図３４は、ユ
ーザ（例えば医師や看護師）の動作例を示す図である。図３５は、交換後のビデオプロセ
ッサ４１０ｂの動作例を示す図である。
【０１４３】
　本動作例では、まず、ビデオプロセッサ４１０ａが、図３０に示したように、例えばユ
ーザの操作に応じて、電源をＯＮする（図３０のＳ４０１）。
　図３０のＳ４０１の後、タブレット型端末装置４４０は、図３１に示したように、ビデ
オプロセッサ４１０のＲＦＩＤタグ４１２、光源装置４２０のＲＦＩＤタグ４２１、及び
電気メス装置４３０のＲＦＩＤタグ４３１の各々から、装置識別情報を読み出し、それら
をトロリー構成情報として記憶部４４２に記憶する（図３１のＳ４１１）（図２９の上段
参照）。
【０１４４】
　図３１のＳ４１１の後、ビデオプロセッサ４１０ａは、電源がＯＮされている光源装置
４２０及び電気メス装置４３０との接続を確立する（図３０のＳ４０２）。
　続いて、ビデオプロセッサ４１０ａは、タブレット型端末装置４４０との接続を確立す
る（図３０のＳ４０３）。
【０１４５】
　続いて、ビデオプロセッサ４１０ａは、光源装置４２０に対し、装置設定情報を要求す
る（図３０のＳ４０４）。
　図３０のＳ４０４の後、光源装置４２０は、図３２に示したように、その要求に応答し
て、光源装置４２０の装置設定情報をビデオプロセッサ４１０ａに送信する（図３２のＳ
４２１）。
【０１４６】
　図３２のＳ４２１の後、ビデオプロセッサ４１０ａは、図３０に示したように、電気メ
ス装置４３０に対し、装置設定情報を要求する（図３０のＳ４０５）。
　図３０のＳ４０５の後、電気メス装置４３０は、図３３に示したように、その要求に応
答して、電気メス装置４３０の装置設定情報をビデオプロセッサ４１０ａに送信する（図
３３のＳ４３１）。
【０１４７】
　図３３のＳ４３１の後、ビデオプロセッサ４１０ａは、図３０に示したように、記憶部
４１１に記憶されている患者情報及び検査情報と、ビデオプロセッサ４１０ａの装置設定
情報と、光源装置４２０により図３２のＳ４２１で送信された光源装置４２０の装置設定
情報と、電気メス装置４３０により図３３のＳ４３１で送信された電気メス装置４３０の
装置設定情報とを、タブレット型端末装置４４０に送信する（図３０のＳ４０６）（図２
９の上段参照）。
【０１４８】
　図３０のＳ４０６の後、タブレット型端末装置４４０は、図３１に示したように、ビデ
オプロセッサ４１０ａにより図３０のＳ４０６で送信された情報を、Ｓ４１１で既に記憶
されているトロリー構成情報と共に、例えば図２９の上段の記憶部４４２のトロリー情報
のように関連づけて記憶部４４２に記憶する（図３１のＳ４１２）。
【０１４９】
　図３１のＳ４１２の後、ユーザは、図３４に示したように、検査を開始する（図３４の
Ｓ４４１）。
　図３４のＳ４４１の後、光源装置４２０は、図３２に示したように、例えばユーザの操
作により装置設定が変更される等して、光源装置４２０の装置設定情報が変更された場合
には、変更後の装置設定情報を、ビデオプロセッサ４１０ａに送信する（図３２のＳ４２
２）。
【０１５０】
　図３２のＳ４２２の後、電気メス装置４３０は、図３３に示したように、例えばユーザ
の操作により装置設定が変更される等して、電気メス装置４３０の装置設定情報が変更さ
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れた場合には、変更後の装置設定情報を、ビデオプロセッサ４１０ａに送信する（図３３
のＳ４３２）。
【０１５１】
　図３３のＳ４３２の後、ビデオプロセッサ４１０ａは、図３０に示したように、例えば
ユーザの操作により記憶部４１１に記憶されている患者情報又は検査情報が変更された場
合には、変更後の患者情報又は検査情報を、タブレット型端末装置４４０に送信する（図
３０のＳ４０７）。あるいは、図３０のＳ４０７では、例えば、ユーザの操作により装置
設定が変更される等して、ビデオプロセッサ４１０ａの装置設定情報が変更された場合に
は、変更後の装置設定情報を、タブレット型端末装置４４０に送信する。もしくは、図３
０のＳ４０７では、光源装置４２０により図３２のＳ４２２で送信された光源装置４２０
の変更後の装置設定情報、又は、電気メス装置４３０により図３３のＳ４３２で送信され
た電気メス装置４３０の変更後の装置設定情報を、タブレット型端末装置４４０に送信す
る。
【０１５２】
　図３０のＳ４０７の後、タブレット型端末装置４４０は、図３１に示したように、ビデ
オプロセッサ４１０ａにより図３０のＳ４０７で送信された変更情報を記憶部４４２に記
憶されているトロリー情報に反映し、トロリー情報を更新する（図３１のＳ４１３）。
【０１５３】
　図３１のＳ４１３の後、本動作例では、ビデオプロセッサ４１０ａが、図３０に示した
ように、故障したとする（図３０のＳ４０８）。なお、この場合に、そのビデオプロセッ
サ４１０ａの故障や、その代替医療用装置（ビデオプロセッサ４１０ｂ）の所在地等に関
する情報は、例えば、第１の実施形態で説明したようにしてユーザに通知される。
【０１５４】
　図３０のＳ４０８の後、ユーザは、図３４に示したように、故障したビデオプロセッサ
４１０ａをビデオプロセッサ４１０ｂに交換する（図３４のＳ４４２）。
　図３４のＳ４４２の後、タブレット型端末装置４４０は、図３１に示したように、ビデ
オプロセッサ４１０ｂのＲＦＩＤタグ４１２、光源装置４２０のＲＦＩＤタグ４２１、及
び電気メス装置４３０のＲＦＩＤタグ４３１の各々から、装置識別情報を読み出し（図２
９の下段参照）、それら（実際のトロリー構成情報）と、記憶部４４２に記憶されている
トロリー構成情報（ビデオプロセッサ４１０ａ、光源装置４２０、及び電気メス装置４３
０の各装置の装置識別情報）とを比較し、その結果、ビデオプロセッサ４１０の装置識別
情報が異なることから、ビデオプロセッサ４１０が交換されたことを検出する（図３１の
Ｓ４１４）。
【０１５５】
　図３１のＳ４１４の後、交換後のビデオプロセッサ４１０ｂは、図３５に示したように
、Ｓ４５１乃至Ｓ４５３の処理を行う。なお、この処理は、図３０のＳ４０２乃至Ｓ４０
４と同様の処理となるので、ここでは説明を省略する。
【０１５６】
　図３５のＳ４５３の後、光源装置４２０は、図３２に示したように、Ｓ４２３の処理を
行う。なお、この処理は、Ｓ４２１と同様の処理となるので、ここでは説明を省略する。
　図３２のＳ４２３の後、ビデオプロセッサ４１０ｂは、図３５に示したように、Ｓ４５
４の処理を行う。なお、この処理は、図３０のＳ４０５と同様の処理となるので、ここで
は説明を省略する。
【０１５７】
　図３５のＳ４５４の後、電気メス装置４３０は、図３３に示したように、Ｓ４３３の処
理を行う。なお、この処理は、Ｓ４３１と同様の処理となるので、ここでは説明を省略す
る。
【０１５８】
　図３３のＳ４３３の後、ビデオプロセッサ４１０ｂは、図３５に示したように、Ｓ４５
５の処理を行う。なお、この処理は、図３０のＳ４０６と同様の処理となるので、ここで
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は説明を省略する。
【０１５９】
　図３５のＳ４５５の後、タブレット型端末装置４４０は、図３１に示したように、ビデ
オプロセッサ４１０が交換されていることから、ビデオプロセッサ４１０ｂにより図３５
のＳ４５５で送信された情報のうち、ビデオプロセッサ４１０ｂの装置設定情報を破棄す
ると共に、記憶部４４２に記憶されているトロリー情報の中の、ビデオプロセッサ４１０
（すなわち交換前のビデオプロセッサ４１０ａ）の患者情報、検査情報、及び装置設定情
報を、ビデオプロセッサ４１０ｂに送信する（図３１のＳ４１５）（図２９の下段参照）
。
【０１６０】
　図３１のＳ４１５の後、ビデオプロセッサ４１０ｂは、タブレット型端末装置４４０に
より図３１のＳ４１５で送信された、ビデオプロセッサ４１０ａの患者情報、検査情報、
及び装置設定情報をビデオプロセッサ４１０ｂに反映する（図３５のＳ４５６）。すなわ
ち、ビデオプロセッサ４１０ｂは、ビデオプロセッサ４１０ａの患者情報及び検査情報を
、ビデオプロセッサ４１０ｂの記憶部４１１に記憶すると共に、ビデオプロセッサ４１０
ａの装置設定情報に従って、ビデオプロセッサ４１０ｂの装置設定を行う。これにより、
交換後のビデオプロセッサ４１０ｂの状態が、交換前のビデオプロセッサ４１０ａの状態
に復帰する。
【０１６１】
　図３５のＳ４５６の後、光源装置４２０は、図３２に示したように、Ｓ４２４の処理を
行う。なお、この処理は、Ｓ４２２と同様の処理となるので、ここでは説明を省略する。
　図３２のＳ４２４の後、電気メス装置４３０は、図３３に示したように、Ｓ４３４の処
理を行う。なお、この処理は、Ｓ４３２と同様の処理となるので、ここでは説明を省略す
る。
【０１６２】
　図３３のＳ４３４の後、ビデオプロセッサ４１０ｂは、図３５に示したように、Ｓ４５
７の処理を行う。なお、この処理は、図３０のＳ４０７と同様の処理となるので、ここで
は説明を省略する。
【０１６３】
　図３５のＳ４５７の後、タブレット型端末装置４４０は、図３１に示したように、Ｓ４
１６の処理を行う。なお、この処理は、Ｓ４１３と同様の処理となるので、ここでは説明
を省略する。
【０１６４】
　このようにして、図３０のＳ４０８、図３１のＳ４１６、図３２のＳ４２４、図３３の
Ｓ４３４、図３４のＳ４４２、及び図３５のＳ４５７が終了すると、本実施形態に係る医
療用システム４００の動作例が終了する。
【０１６５】
　以上、本実施形態に係る医療用システム４００によれば、故障等によりビデオプロセッ
サ４１０の交換が行われた場合に、交換後のビデオプロセッサ４１０ｂの状態（患者情報
、検査情報、及び装置設定）を、交換前のビデオプロセッサ４１０ａの状態に自動的に復
帰させることができる。また、故障等により周辺装置（光源装置４２０又は電気メス装置
４３０）の交換が行われた場合にも同様に、交換後の周辺装置の状態（装置設定）を、交
換前の周辺装置の状態に自動的に復帰させることができる。これにより、ユーザは、従来
のような、交換後の装置（ビデオプロセッサ）に対する患者情報及び検査情報の再入力や
、交換後の装置（ビデオプロセッサ、光源装置、電気メス装置）に対する再設定が不要と
なり、装置交換に伴うユーザの負担を軽減させることができる。また、検査中に装置交換
が行われたとしても、交換前の検査と交換後の検査とを同一検査として取り扱うこともで
きるので、検査を継続することもできる。従って、従来のように、検査中の装置交換によ
り検査が中断され、交換前の検査と交換後の検査とが別検査として取り扱われることもな
い。
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【０１６６】
　なお、本実施形態に係る医療用システム４００においては、各種の変形が可能である。
　例えば、本実施形態に係る医療用システム４００において、ビデオプロセッサ４１０、
光源装置４２０、及び電気メス装置４３０が載置されたトロリー４５０に限らず、複数の
医療用装置が載置されるトロリーが複数設けられるようにしてもよい。この場合、タブレ
ット型端末装置４４０は、例えば、トロリー毎にトロリー情報を記憶部４４２に記憶する
ようにしてもよい。
【０１６７】
　また、本実施形態に係る医療用システム４００において、タブレット型端末装置３４０
は、第１の実施形態で説明したクライアント端末装置１０としての機能も兼ね備えるよう
にしてもよい。
【０１６８】
　以上、第１乃至第４の実施形態について説明したが、各実施形態において、医療用装置
（ビデオプロセッサ、スコープ、光源装置、電気メス装置等）、クライアント端末装置、
タブレット型端末装置、及びサーバ装置の各装置の動作は、例えば、各装置がＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memor
y）等のハードウェア構成を含み、ＲＯＭに格納されているプログラムがＲＡＭに格納さ
れてＣＰＵにより実行されることによって実現される。また、そのプログラムは、例えば
、ネットワーク（ネットワーク７０等）に接続される外部装置からＲＡＭに格納されてＣ
ＰＵにより実行されるようにしてもよい。また、例えば、各装置が媒体読取装置等のハー
ドウェア構成を更に含み、そのプログラムが、媒体読取装置にセットされた可搬型記録媒
体からＲＡＭに格納されてＣＰＵにより実行されるようにしてもよい。この場合、可搬型
記録媒体として、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc Read Only Memory）、フレキシ
ブルディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）、ＵＳ
Ｂメモリなど様々な形式の記録媒体を使用することができる。
【０１６９】
　以上、上述した実施形態は、発明の理解を容易にするために本発明の具体例を示したも
のであり、本発明は上述の実施形態に限定されるものではない。本発明は、特許請求の範
囲に規定された本発明の思想を逸脱しない範囲において、さまざまな変形、変更が可能で
ある。
【符号の説明】
【０１７０】
１、２、３、　　検査室
４　　　　　　　倉庫
５　　　　　　　中央材料室
６　　　　　　　サーバ室
１０　　　　　　クライアント端末装置
２０　　　　　　ビデオプロセッサ
３０　　　　　　スコープ
４０、５０　　　周辺装置
６０　　　　　　サーバ装置
６１　　　　　　記憶部
６２　　　　　　検出部
６３　　　　　　決定部
７０　　　　　　ネットワーク
１００　　　　　医療用システム
１０１、１０２　入力ボックス
１０３　　　　　プルダウンボックス
１０４、１０５　ボタン
１１１　　　　　入力ボックス
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１１２　　　　　ボタン
１１３　　　　　プルダウンボックス
１１４、１２１　ボタン
１３１　　　　　ラジオボタン
１３２、１３３　ボタン
１４１　　　　　入力ボックス
１４２、１４３、１５１、１５２　ボタン
１６１、１６２　プルダウンボックス
１６３、１６４　ボタン
２００　　　　　医療用システム
２１０　　　　　ビデオプロセッサ
２１１　　　　　記憶部
２２０　　　　　光源装置
２３０　　　　　電気メス装置
２４０　　　　　サーバ装置
２４１　　　　　記憶部
２４２　　　　　更新部
２４３　　　　　比較部
２５０　　　　　トロリー
３００　　　　　医療用システム
３１０　　　　　ビデオプロセッサ
３１１　　　　　記憶部
３１２　　　　　ポータブルメモリ
３１３　　　　　更新部
３１４　　　　　比較部
３２０　　　　　光源装置
３３０　　　　　電気メス装置
３４０　　　　　トロリー
４００　　　　　医療用システム
４１０　　　　　ビデオプロセッサ
４１１　　　　　記憶部
４１２　　　　　ＲＦＩＤタグ
４２０　　　　　光源装置
４２１　　　　　ＲＦＩＤタグ
４３０　　　　　電気メス装置
４３１　　　　　ＲＦＩＤタグ
４４０　　　　　タブレット型端末装置
４４１　　　　　取得部
４４２　　　　　記憶部
４４３　　　　　更新部
４４４　　　　　比較部
４５０　　　　　トロリー
【要約】
　複数の医療用装置、１つ以上のクライアント端末装置、及びサーバ装置を含む医療用シ
ステムにおいて、サーバ装置は、複数の医療用装置の装置名、所在地、及び使用予定日時
を含む情報が記憶される記憶部と、医療用装置の故障を検出する検出部と、記憶部に記憶
されている情報に基づいて、故障した医療用装置の代替装置となり得る代替医療用装置を
決定する決定部とを備え、サーバ装置は、故障した医療用装置の装置名及び所在地を含む
情報を１つ以上のクライアント端末装置に送信することや、代替医療用装置の装置名、所
在地、及び使用可能日時を含む情報を、１つ以上のクライアント端末装置に送信すること
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